
   

船舶安全法施行規則第四条の二第三号の船舶を定める告示 
 

令和七年五月三十日 
国土交通省告示第四百二十三号 

 
 

船舶安全法施行規則（昭和三十八年運輸省令第四十一号）第四条の二第三号の告示で定める船

舶は、次に掲げるものとする。 
 

一 沿海区域を航行区域とする長さ十二メートル未満の船舶（次に掲げるものを除く。） 
イ 旅客船 
ロ 旅客定員を有する船舶であって、海上運送法（昭和二十四年法律第百八十七号）第二十三

条の二に規定する旅客運送船舶運航事業の用に供するもの（イに掲げるものを除く。） 
二 沿海区域を航行区域とする長さ十二メートル以上の沿岸小型船舶（小型船舶安全規則（昭和

四十九年運輸省令第三十六号）第二条第三項の沿岸小型船舶をいう。）（前号イ及びロに掲げる

ものを除く。） 
三 沿海区域を航行区域とする長さ十二メートル以上の二時間限定沿海船（船舶設備規程（昭和

九年逓信省令第六号）第二条第三項の二時間限定沿海船をいう。）（第一号イ及びロに掲げるも

のを除く。） 
四 平水区域を航行区域とする船舶（湖川港内の水域のみを航行する船舶並びに第一号イ及びロ

に掲げるものを除く。） 
五 湖川港内の水域のみを航行する船舶（琵琶湖を航行する船舶（第一号イ及びロに掲げるもの

に限る。）を除く。） 
六 前各号に掲げる船舶以外の小型兼用船（船舶安全法施行規則（昭和三十八年運輸省令第四十

一号）第一条第五項に規定する小型兼用船をいう。第一号イ及びロに掲げるものを除く。）であ

って、次に掲げる要件に該当するもの 
イ 専ら漁ろうに従事する場合にあっては、漁ろうに従事する水域が、専ら本邦の海岸から百

海里以内の水域であること。 
ロ イに掲げる場合以外の場合にあっては、その航行する水域が、次に掲げる船舶の区分に応

じ、それぞれ専ら次に定める水域であること。 
（１） 長さ十二メートル未満の船舶 沿海区域 
（２） 長さ十二メートル以上の船舶 平水区域、沿海区域のうち本州、北海道、四国及び

九州並びにこれらに附属する島でその海岸が沿海区域に接するものの各海岸から五

海里以内の水域又は沿海区域のうち平水区域から当該船舶の最強速力で二時間以内

に往復できる区域 


